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―学術集会のテーマについて教え
てください。
三井田氏　臨床化学とは、臨床医学
と分析化学が融合した学問で、新し
い測定法の開発や検査の標準化を中
心として研究が行われています。一
方で、臨床検査の現場では、患者の
病態と検査の分析データが乖離する
ことがよくあります。その原因を究明
することも、臨床化学の重要な側面の
一つです。臨床化学について、新し
い技術の確立という基礎的な側面を
思い浮かべる方が多いと思いますが、
臨床で遭遇する不思議な現象を解明
する「謎解き」の側面も持っています。
参加者の皆さんに、臨床化学の面白
さを多様な視点から捉えていただき、
楽しんでいただけるように、テーマを

「臨床化学を楽しむ！」に決めました。

―どのようなプログラムを企画し
ていますか。
三井田氏　臨床化学の柱として「分
析技術」「精度保証」「臨床検体」を挙
げて、それぞれに関連するテーマで
シンポジウムを企画しました。
　分析技術に関しては、「医薬品の研
究開発における免疫毒性の現状及び

課題」「特定薬剤治療管理料1（TDM）
が求める血中薬物濃度測定結果の活
用」「質量分析が切り拓く臨床化学～
現状と可能性～」の3つのシンポジ
ウムを予定しています。
　検査室で直面する精度保証の課題
をテーマにしたシンポジウムは2つあ
ります。一つ目の課題は「臨床化学検
査室における精度保証の工夫：分析
前～分析後までいかに検査値の精度
保証・付加価値をつけるか」、もう一
つは「改めて分析系臨床検査の質をど
のように担保するか」です。また、例
年12月に開催している認定臨床化学・
免疫化学精度保証管理者の今年度の
試験は中止となりましたが、指定講
習会は年次学術集会で開催します。
　臨床検体に関しては、4つのシン
ポジウムを企画しました。毎年、多
くの方が聴講する「臨床検査における
ピットフォール 事例報告・討論会
2020」のほか、「免疫グロブリン・M
蛋白の検査と臨床」「原発性脂質異常
症のスクリーニング」「GA（グリコア
ルブミン）シンポジウム―プロジェク
ト報告と合わせて―」を予定してい
ます。私は脂質代謝を専門としてい
ますので、脂質異常症の企画に力を

入れました。集会長講演でも脂質異
常症に触れます。また、JSCC国際
学術シンポジウムでも、「HDLの基
礎と臨床」をテーマとして、高HDL-C
血症、低HDL-C血症、HDLの多面
的作用について取り上げます。本学
術集会に参加することで知識を整理
していただけると思います。

―特徴のある演題はありますか。
三井田氏　教育講演を3つ予定して
います。順天堂大学スポーツ健康科
学部の宮本直和氏には、「スポーツ
健康科学分野における『筋質』の評
価」をテーマに講演していただきま
す。宮本氏は、ウインドサーフィン
の世界選手権に出場経験もある研究
者ですので、興味深いお話を聞くこ
とができると期待しています。
　東京女子医科大学先端生命医科学
研究所の清水達也氏の講演は、「細
胞シートを用いた再生医療と創薬モ
デルの構築」です。また、東京大学
大学院農学生命科学研究科の三坂巧

氏には「おいしさを決定する味物質
受容の分子メカニズム」をテーマに
講演していただきます。「筋肉」「細
胞シート」「味覚」いずれも臨床化学
とは異なる視点の研究について解説
していただきますので、貴重な機会
だと思います。
　また、新型コロナウイルス関連の
機器や試薬のセミナーも開催します。
数多くの新しい試薬が発売されてい
ますので、それらの情報や知識を得
ていただけると思います。

―参加者へのメッセージをお願い
します。
三井田氏　今回の年次学術集会は、
Web開催に当たりライブストリーミン
グ形式を選択しました。録音された
ファイルをウェブサイトに掲載して聴
講するオンデマンド方式より、臨場感
があると考えています。遠方のため
に参加しにくかった方には参加しや
すい面もあると思います。ぜひ、多く
の方に参加していただきたいです。

臨床化学の面白さ、多様な視点で発見を
　第60回日本臨床化学会年次学術集会は10月30日～11月1日、Web上で開かれる。当初、東京都内で開催する予定
だったが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けてWeb開催に変更。ライブストリーミング方式を採用し、主なプロ
グラムは変更せずに実施する予定だ。集会長の三井田孝氏（順天堂大学大学院教授）は、臨床化学の楽しさを多様な視点か
ら捉えられるプログラムを準備していると説明。ライブストリーミング方式により、発表者、参加者の双方にとって臨場
感のある学術集会にしたいと意欲を示している。同学術集会の見どころ・聞きどころについて話を聞いた。

三井田氏

事前参加登録サイト：こちらのQRよりご登録いただけます。
http://jscc2020.umin.jp/registration.html 
事前参加登録期間：10/16金 正午まで。

第60回 日本臨床化学会年次学術集会 テーマ  臨床化学を楽しむ！

会集 長 三井田 孝 氏（順天堂大学大学院医学研究科 臨床病態検査医学教授）に聞く


